
紀宝鵜殿IC

熊野尾鷲道路
延長24.0km

[尾鷲北IC～熊野大泊IC]

和歌山北IC

和歌山南SIC

防災・減災、国土強靭化に向けた

近畿自動車道紀勢線は、大阪府松原市を起点に紀伊半島沿岸を通り三重県多気郡多気町
で伊勢自動車道につながる延長約335㎞の国土開発幹線自動車道です。この道路は、中
京圏、関西圏と三重県南部地域を結ぶ広域ネットワークを形成し、周辺地域の産業支援
や、世界遺産『熊野古道』を有する東紀州、さらには伊勢志摩への観光アクセスの向上な
どに資する道路です。紀勢国道事務所では、三重県内の高規格道路のミッシングリンク
解消および直轄国道とのダブルネットワーク化による道路ネットワーク機能強化のため
紀勢自動車道、熊野尾鷲道路、熊野道路、紀宝熊野道路の整備を担っています。

熊野大泊IC 熊野市大泊町 国道42号

熊野IC（仮称） 熊野市有馬町 国道311号

国道42号熊野道路は、近畿自動車道紀勢線と一体となって、高規格道路のミッシングリンク解消および直轄国

道とのダブルネットワーク化による道路ネットワーク機能強化を目的に計画された熊野大泊IC～熊野市久生屋

町に至る延長6.7kmの一般国道の自動車専用道路であり、平成26年度に事業化されました。

国道42号 熊野大泊IC～熊野市久生屋町熊野道路

国道42号熊野道路
熊野大泊IC～熊野市久生屋町

路 線 名

三重県熊野市久生屋町終 点

三重県熊野市大泊町起 点

6.7km延 長

第1種第3級、2車線、
設計速度80km/h

道 路 規 格

国道42号紀宝熊野道路は、近畿自動車道紀勢線と一体となって、高規格道路のミッシングリンク解消および直

轄国道とのダブルネットワーク化による道路ネットワーク機能強化を目的に計画された熊野市久生屋町～紀宝

ICに至る延長15.6kmの一般国道の自動車専用道路であり、平成31年度に事業化されました。

国道42号 熊野市久生屋町～紀宝IC紀宝熊野道路

国道42号紀宝熊野道路
熊野市久生屋町～紀宝IC

路 線 名

三重県南牟婁郡紀宝町神内終 点

三重県熊野市久生屋町起 点

15.6km延 長

第1種第3級、2車線、
設計速度80km/h

道 路 規 格

12
1.53.5 3.51.75 1.75

4.8

建築限界

12
1.53.5 3.51.75 1.75

御浜IC（仮称） 南牟婁郡御浜町 町道紀南病院線

紀宝IC 南牟婁郡紀宝町 国道42号

12
1.53.5 3.51.75 1.75

土工部　完成２車線 橋梁部　完成２車線 トンネル部　完成２車線

2024.11

E-Mail:cbr-kisei@mlit.go.jp

@mlit_kisei

https://www.cbr.mlit.go.jp/kisei/

紀勢国道HP 紀勢国道X

尾鷲高峰山トンネル

小日向谷川橋
小原野橋

泉橋
泉第2トンネル

泉第1トンネル

新尾鷲トンネル
梅ノ木谷川橋

蛙又川橋

海
山
尾
鷲
港線

＝320mm

尾鷲南P

21=8,007台/12h
9,790台/24h

21=1,109台/12h
1,286台/24h

21=4,222台/12h
5,122台/24h

21=3,205台/12h
3,896台/24h

21=3,883台/12h
4,704台/24h

21=4,300台/12h
5,418台/24h

21=3,038台/12h
3,582台/24h

21=7,037台/12h
8,674台/24h

21=3,817台/12h
4,360台/24h

21=5,055台/12h
5,924台/24h

21=7,683台/12h
9,174台/24h

21=6,556台/12h
7,793台/24h

21=2,393台/12h
2,394台/24h

21=738台/12h
871台/24h

21=6,633台/12h
7,775台/24h

21=9,422台/12h
11,342台/24h

21=11,779台/12h
13,818台/24h

21=11,779台/12h
13,818台/24h

21=11,553台/12h
13,865台/24h 21=12,779台/12h

15,168台/24h

紀宝鵜殿IC

新宮道路
延長4.8km

紀勢自動車道（紀伊長島IC～勢和多気JCT）　延長34.1km
中日本高速道路株式会社管理区間

延長10.3km延長10.4km延長12.7km延長0.7km

新宮紀宝道路
延長2.4km

近畿地方整備局紀南河川国道事務所事業区間

那智勝浦新宮道路
延長15.2km

延長24.0km

紀勢自動車道（直轄管理）

紀勢自動車道（NEXCO管理）

国道（自動車専用道路）



（R3.8） （R3.8）

（R6.10）

（R6.10）

●  熊 野 尾 鷲 道 路  ●

●  熊  野  道  路  ●

現 況 完成イメージ

至 尾鷲南IC

至 海山IC

至 尾鷲北IC

至 三木里IC

現 況 完成イメージ

尾鷲北 IC

熊野IC（仮）

熊野大泊IC

尾鷲南 IC

尾鷲市

御浜町

紀北町

紀宝町

尾鷲総合病院

伊勢赤十字病院

紀南病院

紀勢自動車道・熊野尾鷲道路
国道42号

第3次救急医療施設への転院搬送ルート
熊野道路・紀宝熊野道路(事業中)

紀勢自動車道・熊野尾鷲道路
国道42号
熊野道路・紀宝熊野道路(事業中)

国道42号

熊野道路・紀宝熊野道路(事業中)

東紀州地域
（尾鷲市、紀北町、熊野市、御浜町、紀宝町）

紀勢自動車道・熊野尾鷲道路

凡 例

尾鷲市

御浜町

熊野市

紀北町

紀宝町

熊野道路

熊野尾鷲道路

紀宝熊野道路

出典：H17・H22・H27全国道路・街路交通情勢調査

勢和多気IC

大宮大台IC

紀勢大内山IC

紀伊長島IC

海山IC

尾鷲北IC

尾鷲南IC

三木里IC

賀田IC
熊野新鹿IC

熊野大泊IC（仮）熊野IC

（仮）御浜IC

紀宝IC

勢和多気JCT

国道42号 H22

国道42号 H27

国道42号 H17

高速 H27
主な道路区間の交通量の変化

等時間地図の変化

等時間地図とは ある地点から一定の時間で行ける範囲を描いた地図

津波浸水想定区域（尾鷲市）

医療施設位置図

搬送時間の短縮（紀南病院⇒伊勢赤十字病院）

ツアーバスの立ち寄りが
多い観光資源や施設

熊野道路

紀伊長島IC

海山IC

尾鷲北IC

尾鷲南IC

三木里IC

賀田IC

熊野新鹿IC

熊野大泊IC

■紀伊長島IC～尾鷲北IC間平均

H25.9開通

R3.8開通

単位：台/日

H26.3開通

H24.3開通

熊野尾鷲道路

道路計画高

最大津波高

国道42号現道高

尾鷲市

×

×●

出典 ： 三重県津波浸水予測図（平成２５年度地震被害想定調査）

津波浸水想定区域
紀勢自動車道・熊野尾鷲道路
国道42号
津波による浸水想定箇所

※出典：地震被害想定調査結果の概要について
（H26.3三重県防災対策本部）

JR尾鷲駅

尾鷲市役所

広域防災拠点
東紀州（紀北）拠点

尾鷲北IC

尾鷲南IC

津波発生時のイメージ図

168

98 87

0

40

80

120

160

200
分

出典 ： 開通済区間は、熊野市消防本部提供資料の実績値により作成
出典 ： 事業中区間開通後は、平成27年度全国道路・街路交通情勢調査結果及び設計速度より算出

紀勢自動車道
開通前

熊野尾鷲道路
開通後

紀宝熊野道路
開通後

約７０分短縮

約１0分短縮

約８0分
短縮

(第2次救急医療施設)

(第2次救急医療施設)

東紀州地域
（紀北町、尾鷲市、熊野市、
御浜町、紀宝町）

(第3次救急医療施設)

熊
野
尾
鷲
道
路

熊
野
尾
鷲
道
路

熊野道路熊野道路

H26.3 全線開通H26.3 全線開通

H25.9 開通H25.9 開通

熊野道路熊野道路

出典 ： 伊勢志摩・東紀州観光入込客数 ：
　　　R元年観光レクリエーション入込客数統計書・観光客実態調査報告書より作成
　　 ： 那智勝浦町観光入込客数 ： 
　　　R元年和歌山県観光客動態調査結果より作成

観光入込客数
約135万人

那智勝浦町

“２大観光地”である伊勢志摩と
那智勝浦を繋ぐ東紀州地域で

立ち寄りが増加！

馬越峠

東紀州地域観光入込客数
約227万人

観光入込客数
約1,150万人

伊勢志摩

熊野IC（仮）

御浜IC（仮）

紀宝IC

■尾鷲北IC～尾鷲南IC平均

■尾鷲南IC～熊野大泊IC平均

■熊野大泊IC～紀宝IC平均

15,550

15,941

12,871

H17

H22

H27

7,397 1,758

7,086

6,253

9,156

H17

H22

H27

16,938

15,181

16,348

H17

H22

H27

10,257 5,579

15,550

15,941

15,836

H17

H22

H27

H20.4開通

※１：紀勢自動車道（全線）未整備、熊野尾鷲道路（全線）未整備　※２：熊野道路開通、紀宝熊野道路開通
※算出方法：H27年全国道路・街路交通情勢調査非混雑時上下平均を使用。また、供用した熊野尾鷲道路・紀勢自動車道については、規制速度である70km/h、紀宝バイパスは50km/hと
して算出

■ 通常の地図

■ 平成17年※1の等時間地図 ■ 整備後（将来）※2の等時間地図

尾鷲市

熊野市

紀宝町

三重県庁(津市)

尾鷲市

熊野市
紀宝町

三重県庁（津市）

細長く、
いびつな形をした
東紀州地域

高規格道路の開通に伴い
通常の地図と同様の形へ

H16.7.7 世界遺産登録

国道42号

141 143

158 158
163 161

155

177 181
194

219

235

210

232 227

154

134

163

1516 15 15
20

28
25 27

31

43 35 33 34 33
38

23 25
29

10

40

70

100

100

150

200

250

H30H29H28H27H26H25H24H23H22H21H20H19H18H17 R4R3R2R1

(
)

（年）

(
)

東紀州地域の観光入込客数の変化

出典 ： 観光レクリエーション入込客数推計書・観光客実態調査報告書、東紀州地域振興公社ＨＰより作成
　　 ： 熊野古道の観光入込客数は、三重県内の熊野古道利用者の集計値

観光入込客数
熊野古道来訪者数

コロナ禍から
回復基調東日本大震災

紀伊半島大水害

5年連続200万人を突破

熊野古道
来訪者も急増

区間❶開通

区間❷開通

区間❺開通
区間❸開通
区間❹開通

東紀州地域（市町）の最近の移住世帯数

出典 ： 各市町からの提供資料より作成

紀宝町

御浜町

熊野市
尾鷲市

紀北町

南伊勢町

大紀町大台町

❶ H18.3開通 
延長13.4km

❷ H21.2開通 
延長10.4km

❸ H25.3開通 
延長10.3km

❺ H26.3開通 
延長21.2km

❹ H25.9開通 
延長18.6km

❻

 
 

 

 

 
 
 
 

（仮）熊野IC

熊野大泊IC

熊野新鹿IC

賀田IC

三木里IC

尾鷲南IC

尾鷲北IC

海山IC

尾鷲高校

木本高校

紀南高校

紀伊長島IC

紀勢大内山IC

大宮大台IC

勢和多気IC
勢和多気JCT

（仮）御浜IC

紀宝IC
紀宝鵜殿IC

 
  

 

 

高規格道路
国道42号

県外からの移住世帯数が
平成27年と比較し

約11倍に増加

東紀州地域の高校

地元就職が増加

  熊野市
2世帯(H27)
9世帯(H28)
13世帯(H29)
9世帯(H30)
4世帯(R1)
12世帯(R2)
29世帯(R3)
8世帯(R4) 

  紀北町
6世帯(H27)
10世帯(H28)
4世帯(H29)
2世帯(H30)
4世帯(R1)
5世帯(R2)
12世帯(R3)
7世帯(R4)

  尾鷲市
16世帯(H27)
12世帯(H28)
16世帯(H29)
19世帯(H30)
15世帯(R1)
36世帯(R2)
32世帯(R3)
26世帯(R4)

  紀宝町
9世帯(H27)
7世帯(H28)
9世帯(H29)
3世帯(H30)
12世帯(R1)
6世帯(R2)
27世帯(R3)
31世帯(R4)

  御浜町
0世帯(H27)
2世帯(H28)
7世帯(H29)
7世帯(H30)
5世帯(R1)
8世帯(R2)
3世帯(R3)
20世帯(R4) 

熊野道路 延長6.7km

延長15.6km

［木本高校進路指導担当の声］

尾鷲方面からの進学者の増加や高校を訪問する企業が
増加しています。 また、他地域へのアクセス向上により、
県内の企業に就職する生徒が増えました。

※出典 ： 各市町の移住担当窓口からの提供資料より作成
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202

269

372

474

東紀州地域への移住世帯数の推移（累計）

紀勢自動車道、熊野尾鷲道路
開通後に東紀州地域へ474世帯が移住

区間❻開通

区間❶開通
区間❷開通
区間❸開通
区間❹開通
区間❺開通

（年）

R3.8 開通R3.8 開通

R3.8開通 
延長5.4km

整備効果

■段階的な道路整備により、交通量の伸びや高速ネットワークへの転換がみられます

■高速ネットワーク未整備時（平成17年）と整備後（将来）を比較すると、移動にかかる距離感がぐっと短縮します

効果1
～高速ネットワークの段階的形成と交通量の変化～

～高速ネットワークの整備による時間・距離の変化～

地域間交流の変化

整備効果

■東紀州地域の国道42号は南海トラフ巨大地震による津波
浸水想定区域を通過する箇所があり、地域が孤立する恐れ
があります。
■災害に強い道路を整備することで、広域防災拠点からの支
援ルートが確保され、災害発生時の迅速な救助活動を支援
できます。

効果2 災害時の救助活動支援

■紀勢自動車道・熊野尾鷲道路の開通により、重篤患者の高次
救急医療施設への転院搬送時間が大幅に短縮しています。
■熊野道路・紀宝熊野道路の整備により所要時間が更に短縮す
ることで、救急医療活動を支援します。

効果3 救急医療活動の支援

整備効果

■世界遺産「熊野古道」をはじめとした魅力的な観光資源
が多数存在する東紀州地域では、紀勢自動車道や熊野
尾鷲道路の高速ネットワークの延伸とともに、観光入込
客数は200万人以上で、堅調に推移しています。
■東紀州地域への移動時間が短縮することで、観光の周遊性
が高まり、更なる地域の観光資源の活用が期待されます。

効果4 観光周遊性の向上

■道路整備の進捗に伴い、東紀州地域への移住世帯は年々増加
傾向にあり、累計で474世帯が移住しています（H27～R4年）。
■また、都市間の時間距離が縮まったことで、東紀州地域の高
校では、県内企業に就職する卒業生が増加しています。

効果5 定住魅力の向上

小原野橋

泉橋

蛙又川橋

梅ノ木谷川橋

新尾鷲トンネル
泉第１トンネル

泉第2トンネル

尾鷲高峰山トンネル 小日向谷川橋

尾鷲南パーキング

東紀州（紀北）
防災拠点

上北山村

下北山村
奈良県北 山 村

大 台 町

和歌山県

和歌山県

海
山
尾
鷲
港
線

三木里インター線

通行止連続雨量＝320mm

東紀州（紀南）
防災拠点

紀宝鵜殿IC

延長24.0km

小原野橋

泉橋

小日向谷川橋尾鷲高峰山トンネル

泉第２トンネル

泉第1トンネル
新尾鷲トンネル

梅ノ木谷川橋

蛙又川橋

賀田高架橋

紀勢自動車道（直轄管理）

国道（自動車専用道路） 国立公園区域

防災拠点

紀勢自動車道（NEXCO管理）


